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CPC 担持ポリマー粒子配合根管充填シーラーの硬化試料を作製し、作製直後および 1 年保管後の抗菌性
を評価した。以下に、その具体的な研究方法を記載する。 
1. CPC担持ポリマー粒子配合シーラーの作製と保管 
CPCを 25(wt)%濃度で担持させた polyHEMA/TMPT粒子をHEMA系シーラーであるメタシール Soft
（サンメディカル）に重量比 50%で配合し、直径 9 mm、厚さ 2 mmのディスク状硬化体を作製した。
コントロールシーラーとして粒子非配合のメタシール Soft を使用し、同様に硬化試料を作製した。試
作シーラーおよびコントロールシーラーともに、硬化試料を 37°C、湿潤下で 1年間保管した。 
2. 阻止斑形成試験 
109 CFU/mLの Enterococcus faecalis SS497を播種した BHI寒天平板培地に直径 9 mm、深さ 2 mmの
ウェルを作製し、作製直後および 1 年保管後の試作シーラーあるいはコントロールシーラーをウェルに
様式６ 
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填入した。24時間培養後、形成された阻止帯の大きさを測定し、阻止斑の大きさを算出した。 
3. 細菌増殖・付着試験 
1 年保管後の試作シーラーあるいはコントロールシーラーを 106 CFU/mL に調整した E. faecalis 菌液
1.5 mLに浸漬し、菌液を 3 日ごとに交換しながら、菌数測定を 14日間まで行った。また、培養後の各





1 年保管後のコントロールシーラー存在下で E. 
faecalis を 14 日間培養すると、菌数は常に 108～109 
CFU であった。一方、1年保管後の試作シーラー存在
下では、培養開始 3 日目以降の菌数は常に 0 で、14
日間培養後の試作シーラー表面には E. faecalis の付
着は認められなかった（図）。すなわち、試作シーラ
ー硬化体を 1 年保管した後も、E. faecalis に対する
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作シーラー表面への E. faecalis の付着状態（右） 
10 ，?，????
?














゜゜ 6 8 (Day) 10 12 14 
コントロールシーラー
攣
試作シーラー
口
